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研究要旨 

インフルエンザウイルスは A 型・B 型・C 型・D 型に分類される。A 型・B 型インフル

エンザの治療あるいは予防には、抗インフルエンザ薬が広く使用されている。C 型・D 型

インフルエンザウイルスは A 型・B 型インフルエンザウイルスと同様に人獣共通感染症

を引き起こすと考えられているが、抗インフルエンザ薬の有効性に関する情報は極めて

限定的である。そこで本研究では、C 型・D 型インフルエンザウイルスの抗インフルエ

ンザ薬感受性試験系を新たに確立し、代表株に対する国内承認薬の有効性を評価した。

その結果、RNA 依存性 RNA ポリメラーゼ阻害薬バロキサビルおよびファビピラビルは

C 型・D 型インフルエンザウイルスに対して有効である可能性が示唆された。 
 

Ａ．研究目的 

 
インフルエンザウイルスは A 型・B 型・C 型・

D 型に分類される。日本国内において、季節性

A 型・B 型インフルエンザの治療あるいは予防

には、インフルエンザウイルスのノイラミニダ

ーゼ（NA）蛋白質を標的とする NA 阻害薬（オ

セルタミビル、ペラミビル、ザナミビルおよび

ラニナミビル）ならびに RNA 依存性 RNA ポ

リメラーゼを構成する PA 蛋白質を標的とする

エンドヌクレアーゼ阻害薬バロキサビルが承認

されている。また、PA 蛋白質とともに RNA 依

存性RNAポリメラーゼを構成するPB1蛋白質

を標的とするファビピラビルは、新型又は再興

型インフルエンザウイルス感染症に対して条件

付きで承認されている。C 型・D 型インフルエ

ンザウイルスは A 型・B 型インフルエンザウイ

ルスと同様に人獣共通感染症を引き起こすと考

えられているが、抗インフルエンザ薬感受性に

関する解析は世界的にもほとんど行われておら

ず、C 型および D 型インフルエンザウイルスに

対する抗インフルエンザ薬の有効性に関する情

報は極めて限定的である。そこで本研究では、

C 型・D 型インフルエンザウイルスの抗インフ

ルエンザ薬感受性試験系を新たに確立し、代表

株に対する国内承認薬の有効性を評価した。 
 

Ｂ．研究方法 

C 型・D 型インフルエンザウイルスは NA 蛋白

質を持たないため、NA 阻害薬は無効である。

一方、RNA 依存性 RNA ポリメラーゼは、A 型・

B 型・C 型・D 型インフルエンザウイルス間で

高度に保存されており、RNAポリメラーゼ阻害

薬バロキサビルおよびファビピラビルは、C型・

D型インフルエンザウイルスに対しても有効で

あると考えられる。そこで本研究では、C 型・

D 型インフルエンザウイルスを対象として、A
型・B型インフルエンザウイルスと同様のFocus 
reduction assay を確立し、6 系統（C/Taylor、
C/Yamagata 、 C/Sao Paulo 、 C/Aichi 、

C/Kanagawa、C/Mississippi）の C 型インフル

エンザウイルスおよび 4 系統（D/OK、D/660、
D/Yama2016、D/Yama2019）の D 型インフル

エンザウイルスの代表株について、バロキサビ

ルおよびファビピラビルに対する感受性試験を

実施し、IC50値を算出した。 
  

（倫理面への配慮） 
該当なし 
 

Ｃ．研究結果 

解析したすべての C 型・D 型インフルエンザウ

イルス分離株は、バロキサビルおよびファビピ

ラビルに対して A 型・B 型インフルエンザウイ

ルスと同様の IC50値を示した。これらの結果か

ら、両薬剤が C 型・および D 型インフルエン

ザウイルスに対しても有効である可能性が示唆

された。 
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なし 
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